
 

令和５年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立中島小学校 ）     学校番号 ０３９                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 知・徳・体・コミュニケーションの調和のとれた児童を育成する学校        

          

重 点 目 標 

１ 個に応じた指導の充実と学習習慣の定着 
２ 安全安心な学校づくり 
３ 地域や保護者とともに歩む学校づくり 
４ 教職員の授業力向上・専門性向上 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和６年２月１３日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

〈現状と課題〉 

○令和４年度の学校評価の保護者アンケート「家

庭で進んで学習(宿題など)している。」の設問

で、「そう思う」「大体そう思う」の割合が

75.9％で、「あまりそう思わない」が 22.0％、

「そう思わない」が 2.1％となり、家庭学習を

定着させることが課題である。 

○家庭学習の取り組み方や基本的生活習慣などに

ついて、家庭と連携して、基本的なことをしっ

かりと身に付けさせていきたい。 

○学校評価の児童アンケート「先生の授業は分か

りやすい」の設問で、「そう思う」「大体そう

思う」の割合が 94.9％で、「あまりそう思わな

い」が 4.4％、「そう思わない」が 0.7％であっ

た。誰一人取り残さず、全ての児童が「分かっ

た」「できた」の学ぶ喜びを味わえるように、

個に応じた指導・支援の方法をさらに工夫する

必要がある。 

・個に応じた指

導の充実と学

習習慣の定着 

・「家庭学習の手引き」を作成・活用

し、家庭と学校で連携・協力して家庭

学習の方法を工夫し、学習習慣の定着

を図る。 

・新たに「学習支援教室」を設置し、基

礎的な学習が定着していない児童を対

象に個別指導を行う体制を確立する。 

・授業でタブレットを活用して、個に応

じた指導をする。 

・学校評価の保護者アンケートの家庭学

習の項目で９０％以上の肯定評価を得

られたか。 

・学校評価の児童アンケート「先生の授

業は分かりやすい」の設問で、「そう

思わない」「あまりそう思わない」が

３％以下となるようにできたか。 

 

・家庭学習の取組のポイントや学習の内容の

例を示した「家庭学習の手引き」を作成

し、家庭に配付した。保護者に家庭学習の

様子を見てもらい、子どもの学習理解の現

状を家庭と学校で共有して、学習習慣の定

着につながるように取り組んだ。学校評価

の保護者アンケートの家庭学習の項目では

肯定評価が７５％だった。 

・学校評価の児童アンケート「先生の授業は

分かりやすい」の設問で「そう思わない」

「あまりそう思わない」は５％だった。 

Ｂ 

・「家庭学習の手引き」を継続して活

用するとともに、より効果的な家庭

学習の取組を検討し、学習習慣の定

着を目指していく。 

・学習支援教室として次年度から

「sola（ソラ）るーむ」を開設し、

校内における多様な学びの場や居場

所として、児童が安心して生活でき

る学習環境を整備していく。 

・全ての児童にわかりやすい指導・支

援の方法をさらに工夫する。 
 

・家庭学習の取組について、学

校と家庭とでもっと話し合いの

機会をもち、学校と家庭で考え

のすり合わせを行い、保護者と

連携して、一緒に取り組んでい

くべきと思う。 

・児童の家庭学習の取組を保護

者がタブレット等で確認できる

ようなシステムがあるとよい。 

・学習面、生活態度など、家庭

でのしつけが大事である。家庭

と連携して、早寝・早起き・朝

ごはんなど、基本的なことをし

っかりと身に付けさせていくと

よい。 

・児童会の代表児童が、学校を

よくする活動についてさまざま

な取組をがんばっていてよいと

思う。 

 

・生徒指導・教

育相談・特別

支援教育の充

実 

 

 

 

・生徒指導委員会を開催して児童の情報

を共有し、学校全体で支援を行う。 

・児童理解研修を行い、特別支援教育や

教育相談の視点による指導・支援の方

法について全教職員で研修を行う。 

・児童及び保護者の相談に対し、面談、

ケース会議の実施等、組織で迅速に対

応する。 

・学校評価の教育相談の項目で９０％以

上の肯定評価を得られたか。 

・積極的な生徒指導・教育相談・特別支

援教育の推進により、児童がいきいき

と学校生活を楽しむ様子が見られた

か。 

・在籍する全児童を全教職員で組織的に対応

できる体制づくりを目指して、全教職員の

共通理解の下、児童の指導・支援や保護者

の相談に組織で迅速に対応した。 

・学校評価の保護者アンケートの教育相談の

項目で９６％の肯定評価を得られた。 

Ａ 

・生徒指導・教育相談・特別支援教育

をより一層推進していく。 

・保護者と連携して児童の不安感や課

題等の早期発見・早期改善に努め、

児童が安心していきいきと学校生活

を楽しむことができるようにする。 
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〈現状と課題〉 

○全児童数の約６％が食物アレルギーをもってお

り、給食対応に十分配慮する必要がある。 

○児童の健康状態や配慮事項を十分に把握し、家

庭と連携して、安心安全な学校づくりを行う。 

○昨年度、施設・設備の不具合等が原因となる児

童のけがは発生していない。 

○定期的に安全点検を行い、施設・設備の充実を

図る。 

○学校事務と連携して、適切な予算の執行や備

品・教材等の管理をする。 

・危機管理対応 

 

 

 

 

・該当児童の保護者と食物アレルギー面

談を実施して、個別に対応方法を確

認する。 

・管理職・栄養士・養護教諭・担任・学

年で連携して、チェックシートを活

用して複数で確認を行う。 

・事故発生時の緊急対応体制を整える。 

・保護者と面談を実施して確認し、教職

員が連携・協力して複数で食物アレ

ルギー対応を行い、食物アレルギー

に係る事故を防止できたか。 

・児童が安心して給食を楽しみ、安全に

学校生活を送ることができたか。 

・食物アレルギー対応の児童の保護者と面談

を実施し対応について厳正に確認した。 

・栄養士・担任・学年の担当と連携して、毎

日朝と給食前に複数で食物アレルギー対応

チェックを確実に行い、事故なく実施でき

た。 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

・食物アレルギー対応とあわせて、災

害など起こりうることへの事前の準

備と、事故を未然に防ぐためのリス

ク管理を含めた危機管理を徹底し、

組織的な対応で児童の安全確保に努

める。 

  

・児童の登下校の安全確保には

保護者の理解と協力が不可欠。

今後も保護者と連携して行うと

よい。 

・子どもたちの通学班登校の様

子について、右側通行や整列歩

行などさらに改善が必要。徹底

していくとよい。 

・食物アレルギー対応について

引き続き事故なく安全に実施し

てほしい。 

 

・施設・設備・

予算執行 

 

 

 

 

・校地内巡回により施設設備の安全点検

を定期的に行う。 

・危険個所を把握し、必要に応じて修繕

を行う等、教育環境を整備する。 

・学校事務と連携して、予算の執行や備

品・教材等の適切な管理を行う。 

・施設・設備の安全点検を毎日行い、危

険個所の有無を確認し、修繕を行う

等の対応ができたか。 

・施設・設備の不備による児童の事故を

防止できたか。 

・必要な備品・教材等を整備できたか。 

・剪定が必要な校庭の樹木、老朽化した樹木

をＰＴＡと協力して伐採し、安全安心な環

境整備を行った。 

・施設・設備について毎日、毎月の点検を確

実に行い、施設・設備の不備による事故を

防止することができた。 

 

 

 

 

Ｂ 

・引き続き施設・設備の安全点検を毎

日行い、危険箇所の有無を確認し、

必要に応じて修繕を行う等の対応を

早急に行い、児童が安全に学校生活

を送ることができるようにする。 
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〈現状と課題〉 

○昨年度に学校運営協議会を立ち上げ、本校のよ

さや魅力、課題点について熟議した。今年度は

目指す児童像の実現に向けて熟議を行い、協働

活動の実施につなげていく。 

○学校運営協議会を中心にして、地域や保護者と

ともに歩む学校づくりを推進する。 

○昨年度までは新型コロナウイルス感染防止対策

徹底のため、学校行事や地域の行事が中止また

は制限付きで実施されていた。 

〇今年度はポストコロナにおける、学校行事のあ

り方の見直しを行い、学校の教育活動について

保護者や地域の理解が深まるようにする。 

○児童がＰＴＡや地域の行事に参加して楽しんで

いる。 

・ コ ミ ュ ニ テ

ィ・スクール

の実施 

 

 

・学校運営協議会を計画的に開催し、学

校の魅力や課題を共有し、よいところ

をさらに伸ばし、課題を改善できるよ

うに協働活動を行っていく。 

・地域でどのようにして子どもたちを育

てていくかについて熟議を行う。 

・地域の教育人材を活用した児童の学習

活動や教職員研修会を実施する。 

・学校運営協議会を年３回開催し、「地

域でどのようにして子どもたちを育て

ていくか」について熟議を行うことが

できたか。 

・学校、地域、保護者で熟議した内容に

基づいた協働活動を行うことができた

か。 

・年３回学校運営協議会を開催し、学校や子

どもたちの様子について、よいところや課

題点について共有した。 

・総合的な学習の時間、生活科等で、地域の

教育人材を活用した学習を実施した。  

・校内研修会で、地域の方に学校と地域の関

わりの歴史についての講話を依頼した。 

Ｂ 

・学校運営協議会において熟議をさら

に活発に行い、学校運営や教育活動

の継続的な改善につなげる。 

・学校、家庭、地域、それぞれの立場

からの働きかけをして、児童の挨拶

力のさらなる向上をはじめとしたさ

まざまな活動で協働していく。 

 

 

・しっかりあいさつできる児童

もいるが、そうでない児童もい

る。引き続き学校・保護者・地

域であいさつがしっかりできる

ように見守っていきましょう。 

・あいさつ運動を校内だけでな

く、校外へ広げるのもいいので

はないか。「あいさつ通り」を

つくって、地域全体であいさつ

が盛り上がるとうれしい。 

・コミュニティ・スクールは、

１校だけでなく関連する中学校

区の小・中学校で連携・協力し

て取り組んだ方が効果的である

と思う。 

・ＰＴＡや育成

会等の地域と

の連携 

 

 

 

 

・ＰＴＡ、育成会等と連携・協力・協働

して児童の体験活動を充実させる。 

・教育活動等について保護者や地域に向

けて、学校だよりやＨＰ等で積極的に

情報発信を行い、理解を促進する。 

・学校評価に係る児童・保護者アンケー

トにおいて、「ＰＴＡ、育成会、自治

会などの行事に楽しく参加している」

で、肯定的な評価を８５％以上にする

ことができたか。 

・ＨＰの更新を定期的に行い、積極的に

保護者や地域への情報発信を行うこと

ができたか。 

・ＰＴＡと連携し、親子ボランティア活動

（各学期に１回）、花火大会等に多くの親

子が参加して楽しんだ。 

・中島地区育成会の体験活動（４回）や地域

巡回活動、自治会の活動（夏祭り、盆踊

り、防災訓練）に多くの児童が参加して地

域との交流を楽しんだ。 

・学校評価アンケートの地域・保護者とのふ

れあいの項目において、肯定的な評価は児

童７２％、保護者９７％だった。 

Ｂ 

・ＰＴＡや地域の行事等に、児童が親

子で積極的に参加し、保護者や地域

の方と顔を合わせて協働できるよう

にする。 

・魅力ある学校づくりを進め、子ども

たちの将来に必要な様々な力をつけ

られるようにする。 

・学校だよりやＨＰ等で積極的に情報

発信を行い、学校や教育活動につい

て理解を深めてもらうようにする。 
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〈現状と課題〉 

○シン・GIGA スクール構想で教育ＤＸの実現が求

められている。 

〇ＩＣＴを活用した学びの日常化に向けて、授業

改善に取り組んでいる。 

○情報端末の活用に関する教職員研修の充実と授

業力の向上に取り組む。 

○教員免許更新制に代わる新たな研修制度として

教員自らの学びの方向性を定め、様々な研修を

主体的に選択して受講し、資質向上を目指す。 

・教職員研修の

充実 

 

 

 

 

 

・全教員がＰＣ端末を使った公開授業を

行い、授業力の向上を図る。  

・教職員が校内研修の講師を経験し、専

門性のさらなる向上を図る。 

・ＰＣ端末活用の校内研修を行ってスキ

ルアップを図り、授業で積極的にタブ

レットを活用する。 

・校長との面談で受講奨励を実施すると

ともに、教員自らの資質向上に向けた

様々な研修を主体的に受講する。 

・全教員がＰＣ端末を使った公開授業を

行うことができたか。 

・教職員が校内研修の講師を経験できた

か。 

・教職員が資質向上に向けた様々な研修

を主体的に受講できたか。 

・算数、国語を中心に、全教員がＰＣ端末を

活用した研究授業・公開授業を行い、指導

方法の工夫・改善を行った。 

・全教職員が得意分野を生かして校内研修の

講師を行った。講義を行うに当たり、各自

がさらなる専門性向上を目的に主体的に研

修を受講し、資質向上につながった。 

 

Ｂ 

・タブレット等のＩＣＴを効果的に活

用した学習者主体の授業づくりに取

り組む。 

・教員自らの学びの方向性を定め、資

質向上に向けた様々な研修を主体的

に選択して受講できるようにする。 

・教職員の同僚性が高まり、良好な職

場環境にすることで、児童にも余裕

をもって接することができるように

する。 

 

・先生方が熱心に授業をして、

児童が集中して学習に取り組ん

でいる。 

・どの学級も、教室掲示がきれ

いにされていてよい。 

・全ての教職員が得意分野を生

かして校内研修の先生を行った

のはお互いが学び合えてよい取

組である。 

 


